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251破傷風の治噂経験
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51日間iこ及ぶ長期人工呼吸を要した重症破傷風患者管

理を経験 した.入院後.外傷跡はなく,ヒステ))一一と診

断された.第5病日,ショ･ソク状態となり,気管内挿管

後,全身管理目的iこICU 入室とた-I.､た.入室後,破傷

風治療,人∴Ⅰ呼 吸管理下iこ鋲静および軽挙予防として,

midazolanl,VeCur()niunlの持続投与を開始 した.杏

症例では交感神経遇興奮による血圧変動はなくかテILう

ミン大量投与抵抗性の低血圧が持続 し,破傷風毒素によ

るtoxicmyocardit.isが考えられた. また. 2相性の

CPK の異常高値を示し,筋弛緩剤持続投与による筋蘇

峰や,toxicmyocarditisによるものも否定できない.

第7病 R,急性腎不全となり透析を開始 し,preDIC

とな-,たためメtIJL酸ガベキ七一一ト.-バ日ソの投与を

行な--､た.第≡l-24病F_‡に循環動態は安定化し.CPK

も低下 してきたため.＼･でCur(mium,midazolanlの投

与を中止Lたが.意識しべ′しノぼ改善せず,第26病[]に brと山1

Crにて右前頭集を中心に巨人血腫を認め.開頭血腫除
去術を行な一･-､た.術後18日,尿量上昇と共に意識 しべ,Lr

の改善をふ,術後27日乃ち第53病臼に呼名開眼,第55病

日に人1二呼吸器かrっ離脱 し,第61病[=こは lCU を退室

した.現在,両側誹骨神経麻痔の後退症を残すのんで,

退院に向けり′＼ビlJを行っている.破傷風は予防免疫の

普及iこよi･)発生頻度は低下 したが,外傷歴のない破傷風

も報告されているので早期からの横極的治療が必要であ

ら.

26)7ン ド一一シスによる海馬ニ:i- lコンの虚血

性 〔Ca2+〕.辛 ?=11の抑制

海老限美子･藤原 直士 (新潟大学麻酔科)

脳虚血時のアシドーシスは,神経細胞障害を増薯する

とされるが,-方で軽度のアシド-シスが無酸素をこよる

細胞障害を抑制することも報告されている.アシドーシ

スによる神経細胞保護作用について検索するため海馬切

片を用い,虚血性細胞障害の指標としての [Ca2+ _11上

昇に及ぼす高 CO2,低 HCO 3~と乳酸iこよる各種酸性

潅流液の影響を検索した,酸性液流液中では,低酸素+

無 ゲル:i-ス負荷による海馬錐体細胞層の 二CaI･'+].上

昇が.通常 pH濯流液中に比 し有意に抑制された.ア

シドーシスの種類をこよらず,酸性状態それ自体が [Ca帥]1

上昇を伴う虚血性神経細胞障害を抑制することが示唆さ

れた.

271 多核白血球の血管平滑筋に及ぼす作用

一脳血管 と冠血管の比較一

佐久間.一弘 ･福li] 悟 (新潟大学麻酔科l

多核白血球から血管拡張物質である一酸化窒素 (NO)

JJ)'i.産成さオ=血管平滑筋張力の調節に寄与している.そしT)

作用撫序及び血管の穐概iこよる作用の遠いiン..㌔)いて検討

した.

多様由血球は健康成人の莱嫡静脈血から分離 した.ブ

タ中大脳動脈と冠状動脈左前下向枝分枝を掃出し 多核

白血球を 10dl､105,106cells.mlの濃度で累積的に浮

遊させた.次に N<''11itro-L-argininemethylestet･

(LINAME1L-arginineを順次授与した.多核臼血球

の投与により中東脳動脈及び冠状動脈は濃度依存的をこ弛

緩した.I..い大脳動脈に対する弛緩反応n闇値が 105cells.ml

であ一､たcl')に対 し.冠状動脈に対して(よ106cellsml

であった.またこの拡張反L~出土1:NAMIl:によ-･､て措

抗され LLu-ghlineによ･r)再度弛緩 した.この弛緩作

用は血管内攻依存性であることが示唆さI再=.

28)f･術惇襲時cT)免疫能
一晦線内分化′1､細胞の抑制と胸腺外分化
T細胞L7)活性化一

小川 充 (新潟入学麻酔科1

飯食 恒か 翻 徹 ∈教塁 医動物髄 )

(.円的卜手術授襲時の免疫能を知るためにてrL7てに腎

を観察 した.(方法)約10週齢の C57BL6てrjスに左

腎摘出術を行い,各種免疫臓器から採取される細胞数と

そC')りンべ球表面て--･わI--を検索 した.(結果,考察1

胸腺では未熟T細胞 巨つまり dullTCR細胞.CD▲l+8+

細胞)が消失 し､CI)3intermediate+.IL2Rβ十の胸

腺外分化T細胞はその割合が相対的に L昇していた.

(結論)新 しし､りンべ球の同定法を明いて.手術侵熊時

の免疫動態を明らかにできた.


